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港
新
聞
１
１
１
５
０
８

８
面

尚

口

尚

尚

藤

港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 日曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

﹇
天
保
山
﹈

シ
ア
タ

ー

ブ
ル
ー
オ
ア
シ
ス

３

比
類
な
い
鮮
明
な
映
像

を
可
能
に
し
た

テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
た
最
新

作
。
前
作

ブ
ル
ー
オ
ア
シ
ス

２
０
０
８．

．

３

よ
り
更
に
遠
く
、

到
達
困
難
な
場
所
を
ロ
ケ
地
に

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
見
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
不
思
議

な
海
中
生
物
の
姿
を
捉と

ら

え
る
こ

と
に
成
功
。
海
中
で
展
開
す
る

生
物
た
ち
の
ド
ラ
マ
を
高
さ
二

十

×
幅
二
十
八

の
巨
大
画

面
で
。
二
月
二
十
八
日
ま
で
上

映
中（
休
館
は
十
二
月
二
十
八
、

三
十
一
日
、
一
月
一
、
十
八
、

二
十
五
日
、
二
月
の
全
月
曜

日
）
。
当
日
一
般
千
円
。
上
映

時
間
な
ど
詳
細
は
同
館
（
地
下

鉄
大
阪
港
駅
徒
歩
約
五
分
、

六
五
七
七

〇
〇
〇
一
）
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館

特
急
ト

レ
イ
ン
マ
ー
ク
大
集
合
！

特

急
の
魅
力
を
さ
ぐ
る

戦

後
初
め
て
の
特
急
へ
い
わ
か

ら
客
車
特
急
つ
ば
め

は
と

か
も
め
、
電
車
特
急

こ
だ

ま

、
様
々
な
寝
台
特
急
な
ど
、

時
代
を
映
す
特
急
の
姿
を
、
そ

特
急

へ
い
わ

最
後
尾
の

展
望
車
（
昭
和

年
撮
影
）

れ
ぞ
れ
の
ト
レ
イ
ン
マ
ー
ク
を

中
心
に
実
物
や
写
真
、
模
型
な

ど
で
紹
介
。

に
な
っ
て
か

ら
の
車
両
個
性
化
に
伴
う
ト
レ

イ
ン
マ
ー
ク
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
多
様
化
の
様
子
、
東
海
道
・

山
陽
の
特
急
誕
生
か
ら
廃
止
ま

で
の
歴
史
年
表
、
西
日
本
の
特

急
路
線
図
な
ど
も
。
来
年
一
月

十
一
日
ま
で
開
催
中
。
十

十

七
時
入
館
、
月
曜
休
館
（
祝
日

な
ら
開
館
し
翌
火
曜
休
、
火
曜

も
祝
日
な
ら
振
替
休
な
し
）。高

校
生
以
上
四
百
円
、
四
歳

中

学
生
百
円
。

弁
天
町
駅
す

ぐ
。
六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
港
図
書
館
の
催
し

冬
の

子
ど
も
会

港
子
ど
も
劇
場
に

よ
る
腹ふ

く

話わ

術
や
お
は
な
し
組
み

木
な
ど
。
十
二
月
十
二
日
（
土
）

十
四
時
半

十
五
時
半
、無
料
、

当
日
先
着
三
十
人

図
書
展
示

食
と
健
康
を
考
え
る
本

展

健
康
の
基
本
で
あ
る
食
べ
物

の
大
切
さ
、
怖
さ
に
つ
い
て
書

か
れ
た
本
を
紹
介
。
十
二
月
二

十
七
日
ま
で

同

ラ
イ
ト
ノ

ベ
ル

以
前

展

ラ
イ
ト

ノ
ベ
ル
と
い
う
言
葉
が
誕
生
し

た
一
九
九
〇
年
代
以
前
の
少
年

少
女
向
け
小
説
を
集
め
て
紹

介
。
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
。

六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

・
芸
術
文
化
サ
ロ
ン

ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
９

関
西
フ
ィ
ル
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
。
第
一
部

は
今
年
で
没
後
二
百
年
の
ハ
イ

ド
ン
の
弦
楽
四
重
奏
曲
名
場
面

集
。
第
二
部
は
名
匠

・
ハ
ウ

エ
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ア
レ
ン

ジ
に
よ
る
弦
楽
五
重
奏
で
ザ
・

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
名
曲
の
数
々
。

最
後
は
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル

メ
ド
レ
ー
で
ク
リ
ス
マ
ス
気
分

を
満
喫
。
十
二
月
二
十
一
日

（
月
）
十
五
時
半
と
十
九
時
の

昼
夜
二
回
、オ
ー
ク
ホ
ー
ル（
オ

ー
ク
２
番
街
六
階
）
で
。
定
員

各
回
二
百
五
十
名
。
小
学
生
以

上
。
千
五
百
円
。
申
込
〆
切
十

二
月
十
日
（
木
）
。
申
込
方
法

な
ど
詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー

六

五
七
七

一
四
三
〇
へ
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
九

特
別
演
奏
会

人
間
の
崇
高
さ
を
讃
え
る
至

高
の
作
品

第
九

を
、
毎
年

の
屈
指
の
演
奏
が
感
銘
を
与
え

続
け
る
田
辺
第
九
合
唱
団
、
実

力
派
揃ぞ

ろ

い
の
独
唱
陣
、
そ
し
て

第
九

の
極ご

く

意い

を
心
得
た
飯

守
泰た

い

次じ

郎ろ
う

写
真

の
タ
ク
ト

で
。
十
二
月
十
二
日
（
土
）
十

八
時
か
ら
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル（

福
島
）で
。
十
七

時
四
十
分
か
ら
指
揮
者
プ
レ
ト

ー
ク
。
席
六
千
円
、
席
五
千

円
、

席
四
千
円
、
学
生
席
千

円
。
六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
山
田
裕
子
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト

十
二
月
十
二
日（
土
）

十
九
時
か
ら
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
の
ザ
・
ク
リ
ス
タ
ル
チ

ャ
ペ
ル
で
。
ハ
イ
ド
ン
、
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
、
シ
ョ
パ
ン
、
ム
ソ

ル
グ
ス
キ
ー
な
ど
の
珠し

ゅ

玉ぎ
ょ

のく

ピ

ア
ノ
曲
を
演
奏
。
山
田
裕ゆ
う

子こ

さ

ん

写
真

は
八
幡
屋
在
住
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
。
大
阪
音
大
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
音
楽
院
卒
、
同
大

学
院
修
了
。

シ
ャ
ン
ド
ー
ル

氏
、

・
ド
レ
ン
ス
キ
ー
氏
ら

に
師
事
。
八
九
年
ニ
ュ
ー
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
と
協

演
。
九
三
年
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
や
大
阪
で
リ
サ
イ
タ
ル
。
三

千
五
百
円（
自
由
席
）。
収
益
の

一
部
を
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
に

寄
付
。

六
一
三
五

〇
五
〇

三
大
阪
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
協
会
。

●
橋
田
青せ

い

矢や

・
染
色
美
術
展

十
一
月
十
八

二
十
三
日
の
十

時

十
六
時
半
（
最
終
日
十
五

時
迄
）
、
世せ

良ら

美
術
館
（
阪
急

御み

影か
げ

駅
下
車

〇
七
八

八
二

二

六
四
五
六
）
で
。
入
場
無集うはにわ

料
。
特
別
講
演

大お
お

江
戸
の
華

浮
世
絵
入
門

が
二
十
一
日

十
三

十
五
時
、

同

が

二
十
二
日
十
三

十
五
時
に
同

所
で
。各
回
定
員
五
十
人
、参
加

費
五
百
円（
資
料
代
込
）。
橋
田

さ
ん
は
港
晴
在
住
の
染
色
工
芸

作
家
。
兵
庫
大
学
短
期
大
学
部

名
誉
教
授
。
日
展
会
友
。
日

本
現
代
工
芸
美
術
展
本
会
員
。

本
紙

浮
世
絵
講
座

連
載
も
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

便
利

ク
ロ
ス
襖ふ

す

張ま

替
え
等

（
６
５
８
１
）
７
８
１
１

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
サ
ン
ト
リ
ー

シ
ア

タ
ー

ブ
ル
ー
オ
ア
シ
ス

３

（
上
段
に
案
内
）
招
待

券
を
ペ
ア
５
組
に
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
３
組
に
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

（
上
段
に
案
内
）
招
待
券
を
ペ

ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
九

特
別

演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

席

招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

庭

に
ひ
と
も
と
花
椿

（
６
面
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
３
組
に
。

今
月
は
、
女
子
挺て

い

身し
ん

隊
で
の

勤
労
を
経
験
し
、
再
三
の
空
襲

を
生
き
延
び
、
戦
後
は
国
の
復

興
と
家
族
の
た
め
働
き
続
け
て

き
た
成な

る

山や
ま

静
子
さ
ん（
仮
名
）に

体
験
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

◇

私
は
昭
和
三
年
、
香
川
県
に

七
人
兄
弟
姉
妹
の
第
六
子
（
次

女
）
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

三
歳
の
時
に
家
族
は
港
区
に
移

り
、
私
は
安
治
川
に
近
い
石
田

小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
四

年
生
で
、
新
し
く
で
き
た
湊み

な

屋と
や

小
学
校
に
転
校
。そ
の
年
の
夏
、

中
国
と
全
面
戦
争
に
入
り
ま
し

た
。
東
田
中
高
等
小
学
校
二
年

生
だ
っ
た
昭
和
十
六
年
の
暮
れ

に
は
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
と

も
戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。

高
等
小
を
卒
業
し
て
家
の
仕

事
（
二
十
歳
上
のち

長ょ
う

兄け
い

が
父
に

代
わ
っ
て
運
送
・
建
設
な
ど
の

事
業
を
し
て
い
ま
し
た
）
を
手

伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
十

九
年
、
十
六
歳
で
野
村
銀
行
安

治
川
支
店
に
就
職
。
出す

い

納と
う

や
定

期
預
金
の
係
を
し
ま
し
た
。

◆
喜
ん
で
指
示
に
従
う

勤
務
に
も
慣
れ
た
同
年
末
、

女
子
挺
身
隊
へ
行
く
よ
う
指
示

が
あ
り
ま
し
た
。
戦
況
は
相
当

厳
し
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す

が
、

日
本
は
神
の
国
な
の
で

絶
対
勝
つ
！

と
信
じ
て
い
た

私
は
喜
ん
で
従
い
ま
し
た
。

勤
務
先
は
市
岡
（
当
時
）
の

長
谷
川
鉄
工
と
い
う
軍
需
工

場
。同
支
店
か
ら
は
三
人
、他
の

支
店
か
ら
も
大
勢
来
ま
し
た
。

仕
事
は
弾
丸
の
製
造
。
工
場

内
部
は
二
段
に
分
か
れ
、
下
で

は
旋せ

ん

盤ば
ん

な
ど
で
弾
を
造
り
、
上

で
は
そ
れ
を
検
査
し
ま
し
た
。

私
は
最
初
、
旋
盤
に
就つ

き
ま
し

た
が
、
小
柄
な
こ
と
を
配
慮
さ

れ
て
検
査
に
回
さ
れ
ま
し
た
。

真し
ん

鍮ち
ゅ

製う

の
弾
を
一
つ
一
つ
メ
ジ

ャ
ー
で
測
り
、
規
格
の
寸
法
な

ら

合
格

で
し
た
。

こ
の
頃
に
は
父
母
は
河
内
へ

疎そ

開か
い

し
、
次
兄
は
陸
軍
に
、
三

番
目
の
兄
も
海
軍
に
取
ら
れ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
残
っ
て
い
る

の
は
長
兄
と
兄
嫁
と
私
、
そ
れ

に
二
歳
下
の
弟
（
中
学
生
で
学

徒
動
員
）
の
四
人
で
し
た
。

◆
３
月
空
襲
で
工
場
焼
失

昭
和
二
十
年
に
入
る
と
度
々

警
報
が
鳴
り
ま
し
た
が
、
と
う

と
う
大
き
な
空
襲
が
来
ま
し

た
。三
月
十
三
日
の
深
夜
、

が
空
を
覆お

お

う
下
を
、
八
木
と
い

う
亜
鉛
工
場
の
横
を
走
り
抜
け

た
り
し
て
、
五
分
ほ
ど
で
安
治

川
べ
り
に
出
、
船
に
避
難
し
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
私
た
ち
は
、

町
が
焼し

ょ

夷う
い

弾
で
真
っ
赤
に
燃
え

上
が
る
の
を
震
え
な
が
ら
見
て

い
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
空
襲
で
港
区
は
夕
凪
辺あ

た

り
か
ら
東
半
分
が
焼
き
尽
く
さ

れ
、
西
区
な
ど
の
市
中
心
部
も

や
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。幸
い
、

長
兄
ら
が
必
死
で
消
火
活
動
を

し
た
お
陰
で
住
居
は
焼
け
ず
に

済
み
ま
し
た
。
が
、
長
兄
の
倉

庫
は
焼
け
、
長
谷
川
鉄
工
も
焼

失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

◆
６
月
に
も
大
空
襲
が

六
月
一
日
、
港
区
は
再
び
大

空
襲
に
遭あ

い
ま
し
た
。
今
度
は

白
昼
、
警
報
を
受
け
、
三
月
空

襲
後
に
造
っ
た
防
空
壕ご

う

へ
避
難

し
ま
し
た
。
壕
は
六
畳
ほ
ど
で

天
井
が
低
く
、
箪た

ん

笥す

や
ラ
ジ
オ

が
備
え
て
あ
り
ま
し
た
。
近
所

の
人
も
入
れ
て
あ
げ
、
計
十
人

ほ
ど
で
爆
撃
が
終
わ
る
ま
で
耐

え
て
い
ま
し
た
。
他
の
壕
で
は

飛
び
出
し
て
機
銃
掃
射
に
や
ら

れ
た
人
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

や
が
て

が
去
り
、
壕
を

出
た
時
の
光
景
は
い
ま
だ
に
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
昼

間
な
の
に
夜
の
よ
う
に
暗
く
、

至
る
所
か
ら
火
や
煙
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
家
は

焼
失
し
て
い
ま
し
た
。
地
獄
の

よ
う
な
光
景
に
、
た
だ
呆ぼ

う

然ぜ
ん

と

し
て
い
ま
し
た
。
（
つ
づ
く
）

昭
和

年
、
勤
務
先
の
銀
行
か

ら
伊
勢
神
宮
へ
参
拝
し
た
時

）（
仮

名

港
区
内
）

）（
仮

名

港
区
内
）

上

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人


